[bookmark: _GoBack]「福岡県福祉サービス第三者評価事業」企画提案公募実施要領

　令和８年度に福岡県が実施する「福岡県福祉サービス第三者評価事業」の委託先事業者選定に当たり、この要領に基づき企画提案公募を行う。

１　事業の概要
　事業者が提供する福祉サービスの内容を第三者が評価する取組みを支援するとともに、福祉サービスの選択に有効な情報を利用者に提供する。

２　事業の実施方法等
　業務委託仕様書のとおり

３　契約期間
　契約締結日から令和９年３月３１日まで

４　予算規模
４，３４４，０００円（取引に係る消費税及び地方消費税を含む）以内
※　なお、額は変動することがある。

５　企画提案公募参加資格
（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４に該当する者でないこと。
（２）福岡県物品購入等に係る物品業者の指名停止等措置要綱（平成１４年２月２２日１３管達第６６号総務部長依命通達）に基づく指名停止期間中の者でないこと。
（３）福岡県暴力団排除条例（平成２１年福岡県条例第５９号）に定める暴力団員又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者ではないこと。

６　企画提案公募スケジュール
（１）企画提案募集に関する質問の受付及び回答
①　本業務の内容など企画提案公募に関する質問は、質問票（別紙１）により、令和８年１月３０日（金）１７時までファックス又は電子メールのみにより受け付けるものとする。
②　回答は、随時県ホームページ（トップページ > 入札・公募）に掲載する。（最終回答は令和８年２月３日（火）予定）
③　ファックス及び電子メール送信先：ＦＡＸ　０９２（６４３）３２４５
Email：fukushi-kansa@pref.fukuoka.lg.jp
（２）企画書提出期限及び提出方法等
　　日時：令和８年２月１６日（月）１７時
　※　郵送又は持参すること。郵送の場合は、期限までに必着のこと。
※　期限を過ぎた場合は受け付けない。
　※　電子ファイルでの提出は不可。
　提出先：福岡県福祉労働部福祉総務課監査指導係
所在地：〒８１２－８５７７　福岡市博多区東公園７番７号
（３）結果の通知方法等
選定の結果については令和８年３月中旬頃を目途に文書で通知する。
※　最高評価提案者の決定後、当該提案者から見積書を徴し、予定価格の範囲内で契約を締結する。
（４）契約の締結
ア　締結の時期
令和８年４月１日（水）（予定）
イ　契約保証金（福岡県財務規則第１６９条及び第１７０条）
　　契約を締結するに当たって、契約の相手方は、契約金額（税込み）の１００分の１０以上の契約保証金又はこれに代わる担保を県に納付又は提供しなければならない。提供された契約保証金又はこれに代わる担保は、当該契約が良好に履行されたと確認された場合に還付する。
　　ただし、下記のいずれかに該当する場合は、これを免除する。
①　契約の相手方が保険会社との間に、県を被保険者とする履行保証保険契約（補償金額は契約金額（税込み）の１００分の１０以上であること）を締結し、その証券を提出するとき。
②　契約の相手方が、「福岡県が発注する物品の製造の請負及び買入れ、不用品の売払いその他の契約の一般競争入札及び指名競争入札に参加する者に必要な資格」（令和６年４月福岡県告示第２４４号）を有する場合において、その者が過去２年の間に県若しくは本県以外の地方公共団体又は国（独立行政法人等を含む。）と種類及び規模をほぼ同じくする契約を数回以上にわたって締結し、これをすべて誠実に履行し、かつ、契約を履行しないこととなるおそれがないと認められるとき。
③　契約の相手方が公共的団体等であり、契約を履行しないこととなるおそれがないと認められるとき。
※　契約締結の際に、所定の様式の暴力団排除に関する誓約書を提出するものとする。また、契約締結後に受託者が暴力団関係者に該当すると判明した時は、当該契約を解除するとともに違約金を徴収する。

７　企画提案公募実施手続
（１）企画書の内容
　　企画書には、次の事項を記載する。
ア　事業の実施方針及び遂行力
　　事業方針、組織体制、業務に関する専門知識を有する人材の確保、実行性等
イ　各委員会の開催内容
　　開催会場、スケジュール等
　　基準等委員会については、障がい児・者分野の評価基準を策定・更新する場合を想定して記載すること。
ウ　研修の概要
　　開催会場、スケジュール、カリキュラム、講師等
仕様書４（４）及び（５）の内容を満たしていることが分かる記載とすること。
エ　事業者等への情報提供及び受審促進の方法
オ　個人情報保護に関する事項
　個人情報保護に関する規定等を提示すること。
※　「８　審査の方法」の選定基準を踏まえた企画内容とすること。
（２）応募の無効
　「５　企画提案公募参加資格」に示した参加資格がない者及び提出書類に虚偽の記載をした者の提出した企画書は無効とする。
（３）企画書の様式及び提出部数
様式：Ａ４判、片面印刷
提出部数：８部
※　企画書の項目毎にインデックスを貼付すること。
（４）その他
①　提出された企画書は委託先の選定のみに使用し、その他の目的には一切使用しない。
②　企画書の作成に要した費用、その他参加に要した経費については参加者の負担とする。
③　提出された企画書は返却しない。
④　提出期限以降における企画書の差替え及び再提出は認めない。

８　審査の方法
　受託業者の選定は、福岡県福祉労働部福祉総務課に設置する選定委員会により行うものとし、企画書の内容を審査し、最も優秀な企画提案を行った１者を選定する。
　なお、企画提案者が１者のみであった場合は、選定委員会において内容審査の上、適否を決定する。
【選定基準】
　以下の評価項目を数値化して採点を行う。
①　事業の実施方針及び取組姿勢
②　事業の遂行力
③　企画内容の具体性及び実現可能性
④　個人情報保護に関する取組み
⑤　資料の調製力及び説明の説得力
⑥　その他評価に値する事項

９　その他留意事項
　　当該事業については、福岡県の令和８年度当初予算が措置された場合にのみ事業化されるため、予算が成立しない場合には、公募に係る一切についていかなる効力も発生しない。この場合、提案書の作成に要した一切の費用については、補償しない。


